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上毛町特産「川底柿」の消費拡大に向けて 
 

上毛町は特産「川底柿」の消費拡大を目指して、町内の 4 小学校で 10 月 24・27 日に

食育授業を行いました。 

授業は普及センター職員と太平柿研究会役員が講師となって、「川底柿」について普

及センターから紹介し、おいしく食べるための渋抜き方法を研究会役員が実演する形で

行われました。 

生徒達には渋抜きした柿と渋抜きしていない柿を食べ比べて、「川底柿」のおいしさ

と渋柿の渋さを感じてもらいました。 

渋抜きする柿は名札を付けて、ビニール袋に入れて渋抜き処理をして、教室の隅にお

いて 4日後に袋を開けてそれぞれ持ち帰るようにしました。 

生徒からは「どうして甘くなるのか？」「柿の収穫をさせてほしい」「甘いかどうか

見分ける方法は？」など多くの質問が出されました。 

これからも普及センターは、食育をはじめとしたカキの消費の拡大に向けて取り組ん

でまいります。 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「川底柿」について紹介          渋抜き作業の様子 

 

 TEL 0930-23-4215 FAX 0930-23-8290 

 E-mail keichiku-dlc@pref.fukuoka.lg.jp  

園芸畜産課 果樹係  


